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わ
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　今年度は、昨年度と比較して土木費は大
幅に減少しましたが、学校施設の工事など
教育費が増加しています。このため予算額
全体で見ると増加しています。
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一般会計予算額� 109億8,500万円

その他の会計

Next
今年はこんなことをします

予算額の推移

0 5 10 15 20 25 30 35

●国民健康保険事業特別会計
自営業や退職者の医療費を給付する会計

●後期高齢者医療特別会計
75 歳以上の人の医療制度を支える会計

●公共下水道事業会計
公共下水道の整備や促進を行う会計

▷収益的収入・支出　経営活動に伴って発
生する全ての収益・費用を表します。

▷資本的収入・支出　建物や施設の建設と
いった、支出の効果が次の年度以降に影
響するものや、借金の償還などの費用、
その財源となる収入を表します。

32億6,400万円（＋0.2％）

４億 9,500 万円（＋ 7.1％）

８億 3,670 万円（＋ 7.7％）

８億 9,262 万円（＋ 8.5％）

６億 9,053 万円（－ 6.3％）

９億 651 万円（－ 2.2％）

収益的収入

収益的支出

資本的収入

（億円）

（億円）
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平成 26
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平成 31
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令和３

令和４

令和５

資本的支出

※【その他内訳】
　地方譲与税、地方特例交付金、法人事業 
　税交付金、環境性能割交付金、配当割
　交付金、交通安全対策特別交付金、株
　式等譲渡所得割交付金、利子割交付金

個人町民税 11 億　200 万円（＋ 　6.2％）　
法人町民税 １億4,220 万円（＋  33.8％）　
固定資産税 11 億　650 万円（＋ 　2.0％）　
軽自動車税 8,750 万円（－ 　0.6％）　
 町たばこ税 2 億1,900 万円（＋ 　4.3％）　

入湯税 30 万円（＋  50.0％）　
町税計 26 億5,750 万円（＋ 　5.2％）　

【町税内訳】【町税内訳】

※ 金額後のカッコ内は前年度比較値

県支出金  8.8%
９億 6,403 万円

（＋2.9％）

町債  4.4%
４億 7,920万円

（－9.9％）

地方消費税交付金 5.5%
６億円

（＋5.3％）

その他（※）  1.6%
1億 7,593 万円

（＋14.2％）

その他（諸収入・繰越金・財産収入・寄附金）  5.7%
６億 2,430万円

（＋28.5％）

使用料及び手数料  2.6%
２億 8,920万円

（－3.8％）

 繰入金  5.9％
６億 5,070万円

（＋16.1％）

 町税  24.2%
26 億 5,750万円

（＋ 5.2％）

分担金及び負担金  0.9%
１億 23万円
（＋3.2％）

依 存

 財
 源
 6
0.
7％

自 主 財
 源
 39.3％

国庫支出金  15.3%
16 億 8,391万円

（－7.0％）

歳　入

※【その他内訳】
　維持補修費、積立金、投資及び出資金、

貸付金、予備費、災害復旧事業費、失業
対策事業費

※ 金額後のカッコ内は前年度比較値

補助費等  13.3%
14 億 5,730 万円

（＋2.1％）

物件費  13.8%
15 億 1,656 万円

（＋7.9％）

繰出金  12.1%
13 億 3,419万円

（＋1.9％）
人件費  14.7%
16 億 948 万円

（＋ 0.5％）

扶助費  25.5%
28 億 104 万円
　　（＋2.3％）

普通建設事業費  8.5%
９億 3,725 万円

（＋1.6％）

公債費  7.0%
7 億 6,939万円

（＋2.9％）

その他（※）  5.1%
５億 5,978 万円

（＋15.8％）

歳　出

令和５年度一般会計
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109 億 8,500 万円

106 億 3,500 万円

103 億円

106 億 2,000 万円

102 億 7,000 万円

97 億 5,000 万円

96 億 4,000 万円

96 億 1,000 万円

91 億 8,000 万円

87 億 8,000 万円

83 億 1,800 万円

ま
ち
づ
く
り
を
知
ろ
う

令
和
５
年
度
予
算

地方交付税  25.1%
27億 6,000万円（＋3.8％）

※各グラフの項目の数字は、それぞれ四捨五入しているため集計が合わない場合があります。



今年の水巻は、
� これをやる。

５つの「になる」に向けて――。

●小学校・児童クラブ施設改修　２億1,670万円
　伊左座小学校北校舎増築工事、給食用リフトの改修、え

ぶり児童クラブの改修など、それぞれの学校の実情に応
じた教育環境を整備します。
●少人数学級の拡充　1,008万円
　国に先んじて、小学校４年生までだった少人数学級の実

施を小学校６年生までに拡充。子ども一人一人の教育的
ニーズに応じたきめ細やかな指導と、安心安全な教育環
境を整備します。
●副読本の改訂　207万円
　小中学校で使用している副読本「わたしたちのまち水巻」

を改訂し、GIGA スクール構想で整備した電子黒板など
でも活用できるようにしていきます。

学びあう 町になる

●学校給食の公会計化　１億2,400万円
　これまで学校が行っていた食材調達や給食費の徴収管

理を町が行い、安定的な学校給食を実施します。物価

高騰による食材価格の上昇により給食費を改定しました
が、値上げ分については全額町が負担し保護者の負担
は据え置きます。
●出産・子育て応援事業の充実　2,506万円
　妊娠から出産・子育てまでのさまざまな相談に応じなが

ら、経済的支援を行うことで安心して子育てができるよ
うに支援します。
●子ども医療費の無償化の継続　１億2,330万円
　令和４年度から実施している18 歳までの医療費の無償

化を引き続き実施することで、子育て世帯の負担を軽減
します。
●聴覚・視覚検査の体制整備　198万円
　乳幼児の視覚や聴覚の異常を早期に発見し、早期治療

につなげられるように体制整備を行います。

子育てにやさしい 町になる
●用途地域の見直し　541万円
　少子高齢化や社会情勢の変化に対応するため、土地利

用の在り方を見直し、皆さんが安心安全に暮らせるよう
に努めます。
●地域公共交通の再構築　830万円
　大型商業施設の進出や宅地開発などによる新たな交通

ニーズに応えるため、公共交通のマスタープランとなる「地
域公共交通計画」を定めます。
●JR東水巻駅周辺等整備基本構想事業　512万円
　令和４年度から実施している事業ですが、本年度で基

本構想・基本計画を完成させ、町の特徴である２つの
JR 駅を活用する町づくりを推進していきます。
●定住促進・住環境の維持改善　3,370万円
　町内で新たに住宅を取得した世帯に最大 30 万円の奨

励金を交付する定住促
進奨励制度、最大 60
万円を限度とする住宅
新築のための古家解体
支援補助金制度、最大
50 万円の補助金を交
付する老朽危険家屋等
解体補助金制度などの事業を引き続き実施し、「住みよ
き水巻」の実現に努めます。
●吉田町営住宅住替事業　１億4,646万円
　住み替えの完了した 32 棟から 36 棟の除却工事やそれ

に伴う給水管切替工事を関係機関と連携を図りながら
行います。引き続き住み替え事業を進め、JR 東水巻駅
を中心とした南部地域の整備に努めます。

居心地のいい 町になる

●高齢者の保健・介護予防の一体的事業　452万円
　医療と介護の課題に

対応するため、保健
事業と介護予防を一
体的に実施し、健康
寿命の延伸を目指し
ます。
●障がい福祉サービス事業　６億9,000万円
　障がいのある人が、住み慣れた地域でいきいきと生活で

きる町を目指します。自宅でホームヘルパーの介護が受け
られる居宅介護や、介護する人が病気になったときなど
に利用する短期入所（ショートステイ）など、さまざまな
福祉サービスを引き続き実施していきます。

健やかで
支えあえる 町になる

●商工業者への支援　3,684万円
　働ける場所の維持拡大につながる町内商工業者への支援

として、制度融資資金・保証料の補助を継続します。
●農業用水の安定送水　1,200万円
　農業用水送水管の老朽化で漏水箇所が年々増加している

ため、引き続き県の農村整備総合事業補助金を活用して
計画的な改善を行い、農業用水の安定供給を図ります。

働ける 町になる

第５次総合計画の５つの「になる宣言」をもとに、新しく取り組む事業、取り組みを強化
した事業や予算額の大きな事業を中心に紹介します。
●問い合わせ　役場財務係☎ 201-4321

●消防団員の処遇改善　179万円
　地域防災力を担う消防団員の処遇を改善し、団員数の確

保に努めます。
●シティプロモーション　140万円
　毎年好評の町の PR ポ

ロシャツを販売。詳し
くは広報みずまきな
どで順次お知らせし
ます。また、町の公式 
キャラクターみずまろ 
を積極的に活用し、町 
の魅力を発信してい
きます。

他その
水巻いいね！
と言われるための戦略
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